
 

補助事業番号 24－2－038 

補助事業名  平成 24年度障害のある人が幸せに暮らせる社会を作る活動補助事業 

補助事業者名 公益財団法人 聴覚障害者教育福祉協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

    聴覚障害児が持つ発達課題、障害児を持つ保護者が克服していかなればならな

い課題などの解決や改善につなげることを意図した事業を策定し、取り組むもの

である。 

（２）実施内容 

    ①FM補聴システムの無償貸与事業 

      聴覚障害児の聴覚活用は積極的に推進されてきている。個人用の補聴器の装

用指導、学校における教育指導場面での集団補聴システムの活用等が配慮され

ているが、家庭生活場面では、補聴環境の条件作りは困難である。こうした点

から、保護者が幼児児童との好ましい言語コミュニケーション関係を作り上げ

ていく上で、本システムの活用は極めて有効に機能するものである。 

      在籍する学校を通して申込みを受け付け、貸与先の 45家庭を選び、保護者宛

に無償で貸与した。貸与機器は、保護者が装用するマイクの付いた送信器と幼

児児童が装用するループの付いた受信機がセットになっている。 

     （FM補聴システムと屋外での使用の様子） 

 

 

    ②保護者指導誌の刊行・配布事業 

      聴覚障害児の指導課題である言語力の育成に当たって、漢字の読み書き能力

に関わる基本的事項である読字力の改善を図るための指導資料として活用する

ことを意図している。児童が直接書き込み学習することができるほか、保護者、

指導者が指導の参考資料としても活用できる刊行物である。 

      当協会がこれまで実施した読字力検定試験の誤読傾向を分析し、課題の改善

を図るために具体的な指導資料を冊子に例示し編集したもの。今回の内容は、

小学校１，２，３年段階。全国の聾学校・聴覚特別支援学校に配布した。 

 

 



（指導小冊子） 

 

 

 

 

    ③移動母子教室の開催事業 

      全国 5地区において開催した。対象は主に聾・難聴児を持つ保護者、聾学校・

聴覚特別支援学校、難聴児通園訓練施設、保健福祉関係施設等の教職員。 

      各回、50～100名程度の参加者があった。テーマ、講師は下記の通り。 

          第１回移動母子教室（8月 7日） 福岡県久留米市 

テーマ「心とことばを育てる親子の関わり」 

         講師 元筑波大学附属聴覚特別支援学校 幼稚部主事 富田香織 

      第２回移動母子教室（9月 13日） 群馬県前橋市 

テーマ「心とことばを育てるために」 

         講師 目白大学保健医療学部長 齋藤佐和 

     第３回移動母子教室（9月 20日） 千葉県千葉市 

テーマ「書くことを楽しむ子どもを育てるポイント」 

         講師 元横須賀市公立学校長 久米武郎 

      第４回移動母子教室（11月 13日） 岡山県岡山市 

テーマ「難聴児の言語指導について」 

         講師 上越大学教授 我妻敏博 

      第５回移動母子教室（12月 17日） 鹿児島県鹿児島市 

         テーマ「きこえとコミュニケーション」 

         講師 愛媛大学教育学部教授 高橋信雄 

    （移動母子教室の様子） 

 

 

聴覚障害児のための 



２ 予想される事業実施効果 

   ① 本機器が聴覚障害幼児の早期の療育指導に有効に活用されることにより、より

好ましい発達を促すことが実現できるようになるとともに、保護者の障害理解と

受容が進むことが期待される。 

   ② 聴覚障害児がかかえる共通の課題として、適切な日本語の獲得、言語発達を実

現していくことである。学年段階が上がるにつれ、より確かな学力を身につけて

いくことの困難さは増していく。指導の手がかりの指標の一つとして、読字力の

向上を図ることの意義、重要性の認識が高められるものとして活用される。 

   ③ 保護者にとって聴覚障害から派生する様々な課題の理解はたいへん困難である。

豊かな経験と高い専門性を備えた講師から受ける指導助言は貴重で意義深いもの

がある。聴覚障害児の養育に当たって、保護者の子どもの将来への希望と意欲喚

起につながる有意義な機会として、移動母子教室の開設要望の広がりが出てくる

ものと予想される。 

 

 

３ 本事業により作成した印刷物等 

  「聴覚障害児のための漢字練習のステップ ～９・８・７級～」B5版 100ページ 

  平成 23年度に刊行した「聴覚障害児はこの漢字が読めない」を基に、聴覚障害児が抱

える読字力の課題をどのように改善・解決していったらよいのか、具体的な指導資料

を編集したもの。平成 24年度は小学校低学年段階までの内容で、高学年段階の分につ

いては平成 25年度に刊行する予定。 

  （23年度刊行資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 事業内容についての問い合わせ先 

団体名：（公財）聴覚障害者教育福祉協会（コウエキザイダンホウジン チョウカク

ショウガイシャキョウイクフクシキョウカイ ） 

   住 所:  162-0051 

        東京都新宿区西早稲田２－２－８ 

        全国心身障害児福祉財団ビル内 

   代表者：会長 山東 昭子（サントウ アキコ） 

   担当部署：事務局（ジムキョク） 

   担当者名：専務理事 秋谷 義一（アキヤ ヨシカズ） 

   電話番号：０３－３２０３－４７６５ 

   F A X   ：０３－３２０３－４７６５ 

   E－mail ：wasedanomori@amethyst.broba.cc 

      U R L   ：http://www13.plala.or.jp/wasedanomori/index.html 
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